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(57)【要約】
【課題】樹脂フィルム等の寸法安定性の良好な伸縮性の
ない素材をパネルに用いた場合でも、スムーズに開閉可
能で、開いたときには綺麗な張りを実現する傘を提供す
る。
【解決手段】本発明の傘は、中棒２と、上ロクロ９ｂと
、中棒２が挿通されており上下に移動自在な下ロクロ９
ａと、上ロクロ９ｂに一端が回動自在に接続された複数
の親骨３と、下ロクロ９ａに一端が接続され親骨３の略
中央に他端が接続された受骨５と、複数の親骨３に張設
するパネル８とを備え、パネル８は樹脂フィルムで構成
されており、各親骨３の上ロクロ９ａｂとの接続端から
略中央までの間にはスライド機構４が設けられており、
開閉に伴って当該スライド機構４がスライドし親骨３が
伸縮することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中棒と、
　前記中棒の先端近傍に固定された上ロクロと、
　前記中棒が挿通され上下に移動自在な下ロクロと、
　前記上ロクロに一端が回動自在に接続された複数の親骨と、
　前記下ロクロに一端が接続され前記親骨の略中央に他端が接続された複数の受骨と、
　前記複数の親骨に張設するパネルと、を備え、
　前記パネルは樹脂フィルムで構成されており、
　前記各親骨の前記上ロクロとの接続端から略中央までの間にはスライド機構が設けられ
ており、開閉に伴って当該スライド機構がスライドし前記親骨が伸縮すること
を特徴とする傘。
【請求項２】
　前記親骨は、前記上ロクロに回動自在に接続される上側部材と、前記上ロクロへの接続
端とは反対側の下側部材とに２分割されており、
　前記スライド機構は、前記上側部材と前記下側部材との間に設けられた補助骨と、前記
上側部材又は前記下側部材に設けられるストッパ部材とからなること
を特徴とする請求項１に記載の傘。
【請求項３】
　前記補助骨の一端は前記上側部材に固定されており、他端は凸状部分を備えており当該
凸状部分が前記下側部材に設けられた切り欠き部分をスライドするようになっており、前
記ストッパ部材は、前記補助骨が前記下側部材から外れないように規制すると共に前記補
助骨の可動範囲を規制すること
を特徴とする請求項２に記載の傘。
【請求項４】
　前記補助骨の一端は前記下側部材に固定されており、他端は凸状部分を備えており当該
凸状部分が前記上側部材に設けられた切り欠き部分をスライドするようになっており、前
記ストッパ部材は、前記補助骨が前記上側部材から外れないように規制すると共に前記補
助骨の可動範囲を規制すること
を特徴とする請求項２に記載の傘。
【請求項５】
　前記パネルには中空筒状の複数の中綴じ部が接続されており、前記各親骨を前記中綴じ
部に挿通させることにより前記パネルと前記親骨との位置関係を調整すること
を特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の傘。
【請求項６】
　前記スライド機構は、前記親骨の前記上ロクロとの接続端から略中央までの間の略中央
よりも前記接続端側寄りの位置に設けられていること
を特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の傘。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、樹脂フィルムをパネルに用いた傘に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、傘のパネルには、ポリ塩化ビニール素材や生地など伸縮性のある素材を使用する
ことが必須条件であった。このような従来の傘としては、開いたときには半球面のような
張りのある形状となり、閉じて畳むと中棒を中心としてパネルが中棒に巻き付くような形
に収まるようになっているものが多い。
【０００３】
　ここで、図５（ａ）乃至図５（ｃ）を参照して、従来の傘におけるパネルと親骨との位
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置関係を詳細に説明する。先ず、図５（ａ）に示されるように、従来技術に係る傘１００
では、ビニール素材等のパネル１０８を構成する二等辺三角形のパネル片の頂点と底辺両
端とは、親骨１０３にそれぞれ固定されている。
【０００４】
　そして、図５（ｂ）に示されるように、傘１００を開いたときには、親骨１０３は、パ
ネル１０８のパネル片同士の合わせ目（曲線Ａ）に沿うように配置され湾曲する。その一
方で、傘１００を閉じたときには、親骨１０３は直線形状になり、パネル１０８のパネル
片同士の合わせ目から外れた直線Ｂに沿うような位置関係となる。
【０００５】
　そして、図５（ｃ）に示されるように、傘１００を開いたとき、親骨１０３の先端は張
り合わされたパネル１０８の底辺がなす半径ｒの外周の位置にあり、親骨１０３が直線状
態のときの半径ｒ’よりも小さい為、親骨１０３は湾曲する。従って、パネル１０８のパ
ネル片の繋ぎ目両縁の弧を描く形状は、この湾曲した親骨１０３の形状に沿うように設定
されている。
【０００６】
　尚、最近では、ポリ塩化ビニール素材に代えてポリエチレンフィルムを用いた傘も提案
されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実用新案登録第３０５９７６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来技術では、傘を開いたときと閉じたときとで、親骨に対してパネル
上の始点と終点で定まる曲線Ａと直線Ｂとの間には長さの差が生じ、この差をパネルの素
材の伸縮性が吸収しているが、上記ポリエチレンフィルムを用いる場合など、パネル自体
に伸縮性がなければ、以下のような不具合を生じる可能性がある。
【０００９】
　即ち、親骨を曲線Ａの長さに合わせると傘を閉じたときに直線Ｂの長さより長くなるた
め、親骨は直線に戻れなくなる。また、親骨を直線Ｂの長さに合わせると、傘を閉じたと
きに曲線Ａの長さに満たないため、パネルの張りが得られなくなる。
【００１０】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、樹脂フィルム等の寸法安定性
の良好な伸縮性のない素材をパネルに用いた場合でも、スムーズに開閉可能で、開いたと
きには綺麗な張りを実現する傘を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記したような課題を解決するために、本発明の一態様に係る傘は、中棒と、前記中棒
の先端近傍に固定された上ロクロと、前記中棒が挿通され上下に移動自在な下ロクロと、
前記上ロクロに一端が回動自在に接続された複数の親骨と、前記下ロクロに一端が接続さ
れ前記親骨の略中央に他端が接続された受骨と、前記複数の親骨に張設するパネルと、を
備え、前記パネルは樹脂フィルムで構成されており、前記各親骨の前記上ロクロとの接続
端から略中央までの間にはスライド機構が設けられており、開閉に伴って当該スライド機
構がスライドし前記親骨が伸縮することを特徴としている。
【００１２】
　ここで、前記親骨は、前記上ロクロに回動自在に接続される上側部材と、前記上ロクロ
への接続端とは反対側の下側部材とに２分割されており、前記スライド機構は、前記上側
部材と前記下側部材との間に設けられた補助骨と、前記上側部材又は前記下側部材に設け
られるストッパ部材とからなることとしてよい。
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【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、樹脂フィルム等の寸法安定性の良好な伸縮性のない素材をパネルに用
いた場合でも、スムーズに開閉可能で、開いたときには綺麗な張りを実現する傘を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】（ａ）乃至（ｄ）は本発明の第１実施形態に係る傘の構成図である。
【図２】（ａ）及び（ｂ）は本発明の第１実施形態に係る傘に採用されるスライド機構の
構成例を示す図である。
【図３】（ａ）及び（ｂ）は本発明の第１実施形態に係る傘に採用されるスライド機構の
他の構成例を示す図である。
【図４】（ａ）乃至（ｃ）は本発明の第２実施形態に係る傘の構成図である。
【図５】（ａ）乃至（ｃ）は従来技術に係る傘の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しつつ本発明の実施形態について説明する。
【００１６】
　（第１実施形態）
【００１７】
　第１実施形態に係る傘は、樹脂フィルムをパネルに用いた傘であって、親骨の構成に特
徴を持たせたものである。即ち、樹脂フィルムなど寸法安定性の良い伸縮性の少ない素材
を傘のパネルに採用し、親骨の特定の位置に伸縮自在のスライド機構を設け、そのダンパ
ー機能によりスムーズな開閉、開閉時の張りのある形状の維持を実現するものである。
　以下、その構成及び作用を詳細に説明する。
【００１８】
　図１（ａ）には本発明の第１の実施形態に係る傘の全体の構成を示し、図１（ｂ）には
傘の骨組みの構成を示し、図１（ｃ）には開閉による親骨とパネルとの位置関係の変化を
示し、図１（ｄ）には親骨に係る力が分散される様子を概念的に示し、説明する。
【００１９】
　図１（ａ）、図１（ｂ）に示されるように、傘１は、中棒２を備えており、当該中棒２
の一端にはハンドル７が設けられている。中棒２の他端の近傍には、上ロクロ９ｂが設け
られており、当該上ロクロ９ｂには複数の親骨３の各一端が回動自在に接続されている。
この例では、１２本の親骨３が設けられているが、数はこれに限定されない。各親骨３の
略中央部には回動保持部１０が設けられており、当該回動保持部１０は受骨５の一端を回
動自在に保持する。この例では、受骨５も１２本設けられているが、その数は親骨３の数
に対応する。受骨５の他端は、下ロクロ９ａに回動自在に接続されている。この下ロクロ
９ａは中空の略筒状部材であり、その中央に設けられた貫通孔に中棒２が挿通されており
、下ロクロ９ａは中棒２の軸方向にストッパ１５に当接するまで上下に移動自在となって
いる。下ロクロ９ａは、上方に上げられると、ストッパ１５に当接した位置で上ハジキ１
６によりその下部が保持される。
【００２０】
　ここでは不図示であるが、中棒２の下方、つまりハンドル７側近傍には押圧により中棒
２の軸方向とは垂直な方向に上下する不図示の下ハジキが設けられており、下ロクロ９ａ
が当該下ハジキの位置に移動すると不図示の下ハジキが下ロクロ９ａの不図示の開口に嵌
合して位置固定されるようになっている。同様に、中棒２の上方にも押圧により中棒２の
軸方向とは垂直な方向に上下する上ハジキ１６が設けられており、下ロクロ９ａが上方向
に移動すると、一旦、上ハジキ１６を乗り越えた後に、下ロクロ９ａの下端が上ハジキ１
６に係止して位置固定されるようになっている。但し、この位置固定の仕組みは一例であ
って、これには限定されない。
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【００２１】
　傘１は、全ての親骨３を上方から覆うようにパネル８が配設されており、この例ではパ
ネル８として樹脂フィルムを採用している点に特徴の１つがある。即ち、樹脂フィルムに
よるパネル８は、親骨３の上に張設されている。寸法安定性の良好な樹脂フィルムは、印
刷加工性及び表面処理加工性が良好であり、高解像度の印刷やミラー加工、偏光ＵＶカッ
ト加工、アルミ蒸着加工など多くの付加機能が施された製品が開発されており、価格面に
おいても安価である。
【００２２】
　そして、樹脂フィルムとしては、例えばポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレンテレフ
タラート（ＰＥＴ）、エポキシ樹脂、ポリエチレン（ＰＥ）などを採用できる。これらの
素材は、傘にとっても大いに魅力的な機能を備えるので、この素材を傘１のパネル８に使
用することは傘１の再評価につながるほどインパクトのあることである。
【００２３】
　そして、パネル８に樹脂フィルムを採用したことに伴い、親骨３の一部にスライド機構
４を設けている点にも特徴がある。より具体的には、親骨３の中棒２に回動自在に接続さ
れた端から回動保持部材１０が配設された位置までの間にスライド機構４が設けられてい
る。スライド機構４は、親骨３を補助骨により伸縮可能にするものである。
【００２４】
　いま、図１（ｃ）に示されるように、傘を開いたときの長さをＡ、閉じたときの長さを
Ｂとすると、スライド機構４のスライド可動範囲は、最短でＢ－ａ（ａはアーロンス）、
最長でＡ＋ａとなる。従って、傘１を開いたときには長さＡに収まり、傘１を閉じたとき
には長さＢに収まることになる。
【００２５】
　スライド機構４の配設位置は、親骨３の上ロクロ９ｂに回動自在に接続された端から回
動保持部材１０が配設された位置（中ダボ）までの間が必須条件である。この条件下で更
に傘１の開閉時の親骨３の形状変化が比較的小さい箇所が好ましい。そこで、この実施形
態では、パネル８の頂点付近はカーブが小さく比較的親骨３の開閉時の曲りの形状変化の
少ない場所であることに着目し、親骨３の上ロクロ９ｂに接続された端と中ダボの間の中
央よりも上ロクロ９ｂ寄りとした。但し、これには限定されない。ちなみに、回動保持部
材１０の配設位置より下の位置にスライド機構４を設置すると、傘を開いたとき当該スラ
イド機構４では親骨３を縮ませる方向の力が働き、伸ばす力は働かないので、適切ではな
い。
【００２６】
　次に、図１（ｄ）を参照して、スライド機構４のダンパー機能について説明する。傘１
を開いたときには、湾曲した親骨３には直線状に復元しようとする反発力が生じ、当該反
発力がパネル８の形状を維持しようとする力と均衡し、パネル８に張りを与える。このと
き、内向きには、回動保持部材１０の配設位置（中ダボ部分）を支点として親骨３の軸方
向に垂直な下向き方向に力が加わる。この力は、受骨５の軸方向下向きの第１の力と親骨
３の軸方向下向きの第２の力とに分散される。
【００２７】
　そして、第１の力は、下ろくろ９ａを押し下げようと作用し、第２の力は、親骨３を伸
ばそうと作用する。この第２の力により、スライド機構４が軸方向に伸び、その長さは親
骨３を曲線Ａの長さとするところで均衡する。
【００２８】
　このように伸びた状態では、親骨３の湾曲による反発力とパネル８が曲線Ａの状態を維
持する力とが均衡しているので、スライド機構４は、一時的に外的要因（例えば、風や押
し込んだ状態）で縮まっても、外的要因がなくなれば元の均衡位置に戻るという、所謂ダ
ンパーの役目を果たすことになる。
【００２９】
　なお、傘１を閉じたときには、親骨３は、湾曲した状態から直線状になり、その変化の
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過程でスライド機構４がスライドし、直線Ｂの長さとなるように縮む。
【００３０】
　次に、図２にはスライド機構４の構成例を示し説明する。尚、図２（ａ）はスライド機
構４が伸びた状態を示しており、図２（ｂ）はスライド機構４が閉じた縮んだ状態を示し
ている。これらの図に示されるように、スライド機構４は、親骨３の下側部材３ｂがスラ
イドするようになっている。即ち、親骨３は、中棒２に回動自在に接続される上側部材３
ａと、露先側の下側部材３ｂとに２分割されており、上側部材３ａと下側部材３ｂとの間
に補助骨１１が設けられている。
【００３１】
　補助骨１１の一端は上側部材３ａに固定されており、他端は凸状部分１１ａを備えてお
り当該凸状部分１１ａが下側部材３ｂの不図示の切り欠き部分を移動に伴いスライドする
ようになっている。下側部材３ｂには、２か所のスライドガイドストッパ部材１２ａ，１
２ｂが設けられているので、補助骨１１が下側部材３ｂから外れないように規制すると共
に、可動範囲も規制する。スライド機構４の可動範囲は親骨３の長さが最短でＢ－ａ（ａ
はアーロンス）、最長でＡ＋ａになるようにスライドガイドストッパ部材１２ａ，１２ｂ
の配設位置により調整されている。
【００３２】
　次に、図３にはスライド機構４の他の構成例を示し説明する。尚、図３（ａ）はスライ
ド機構４が伸びた状態を示しており、図３（ｂ）はスライド機構４が閉じた縮んだ状態を
示している。これらの図に示されるように、スライド機構４は、親骨３の上側部材３ａが
スライドするようになっている。即ち、親骨３は、中棒２に回動自在に接続される上側部
材３ａと露先側の下側部材３ｂとに２分割されており、上側部材３ａと下側部材３ｂとの
間に補助骨１３が設けられている。
【００３３】
　補助骨１３の一端は下側部材３ｂに固定されており、他端は凸状部分１３ａを備えてお
り当該凸状部分１３ａが上側部材３aの不図示の切り欠き部分を移動に伴いスライドする
ようになっている。上側部材３ａには、２か所のスライドガイドストッパ部材１４ａ，１
４ｂが設けられているので、補助骨１３が上側部材３ａから外れないように規制すると共
に、可動範囲も規制する。スライド機構４の可動範囲は親骨３の長さが最短でＢ－ａ（ａ
はアーロンス）、最長でＡ＋ａになるようにスライドガイドストッパ部材１４ａ，１４ｂ
の配設位置により調整されている。
【００３４】
　以上説明したように、第１実施形態によれば、中棒２と、中棒２の先端近傍に固定され
た上ロクロ９ｂと、中棒２が挿通され上下に移動自在な下ロクロ９ａと、上ロクロ９ｂに
一端が回動自在に接続された複数の親骨３と、下ロクロ９ａに一端が接続され親骨３の略
中央に他端が接続された複数の受骨５と、複数の親骨３に張設するパネル８と、を備え、
パネル８は樹脂フィルムで構成されており、各親骨３の上ロクロ９ｂとの接続端から略中
央までの間にはスライド機構４が設けられており、開閉に伴って当該スライド機構４がス
ライドし親骨３が伸縮することを特徴とする傘が提供される。従って、傘の開閉に伴って
親骨３の形状が直線から曲線へと変化しても、スライド機構４がスライドして親骨３を伸
縮させることができるので、開いたときに張りのある美しいシルエットを実現すると共に
機能性も向上される。
【００３５】
　ここで、親骨３は、中棒２に回動自在に接続される上側部材３ａと、中棒２への接続端
とは反対側の下側部材３ｂとに２分割されており、スライド機構４は、上側部材３ａと下
側部材３ｂとの間に設けられた補助骨１１（１３）と、上側部材３ａ又は下側部材３ｂに
設けられるストッパ部材１２ａ，１２ｂ（又は１４ａ，１４ｂ）とからなることとしてよ
い。この場合には、ストッパ部材によりスライド機構の可動範囲を規制できる。
【００３６】
　また、補助骨１１の一端は上側部材３ａに固定されており、他端は凸状部分１１ｂを備
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えており当該凸状部分１１ｂが下側部材３ｂに設けられた切り欠き部分をスライドするよ
うになっており、ストッパ部材１２ａ，１２ｂは、補助骨１１が前記下側部材３ｂから外
れないように規制すると共に前記補助骨の可動範囲を規制することとしてよい。この場合
には、簡易な構成でスライド機構４が実現される。
【００３７】
　また、補助骨１３の一端は下側部材３ｂに固定されており、他端は凸状部分１３ａを備
えており当該凸状部分１３ａが上側部材３ａに設けられた切り欠き部分をスライドするよ
うになっており、ストッパ部材１４ａ，１４ｂは、補助骨１３が上側部材３ａから外れな
いように規制すると共に前記補助骨の可動範囲を規制することとしてよい。この場合にも
簡易な構成でスライド機構が実現される。
【００３８】
　従って、本発明の第１実施形態によれば、パネルを取り付けた状態での親骨の反発作用
を利用したスライド機構を採用しているので、機構自体を簡素化することができ、故障リ
スクの低減、低コスト、軽量化などのメリットがある。
【００３９】
（第２実施形態）
【００４０】
　次に、図４には、本発明の第２実施形態に係る傘の構成を示し説明する。より詳細には
図４（ａ）には傘全体の様子を示し、図４（ｂ）には親骨とパネルの位置関係を示し、図
４（ｃ）には特徴部分である中綴じ部の構成を示し、説明する。
【００４１】
　図４（ａ）に示されるように、親骨３とパネル８との位置関係に柔軟に対応する中綴じ
部２０が親骨３ごとに設けられている。従来は、パネルと親骨が離れないようにするため
に、親骨の中間点をパネルの縁の縫い代部分で糸により縫いとめる中綴じで親骨とパネル
との位置関係を固定していた。しかし、前述したように、傘は開いたときと閉じたときと
で親骨３の長さが異なってくる。そこで、この実施形態では、図４（ｂ）、図４（ｃ）に
示されるように、親骨３を長さＡから長さＢに変化した場合でも対応可能とするように、
幅を持たせた中綴じ部２０を設けることで、スムーズな開閉の補助を実現している。具体
的には、中綴じ部２０は、柔軟な素材からなる筒状部材であり、その内径により親骨３の
長さ変化に対応している。中綴じ部２０は、パネルを構成する二等辺三角形のパネル片同
士の接続端にその一端が接続され、その接続位置から一方のパネル片へと当該パネル片の
平面に沿って引き伸ばし他端が当該パネル片に接続される。従って、たたむときには接続
端に位置していた親骨３が中綴じ部２０の引き伸ばし先の他端へと移動するが、この移動
に中綴じ部２０が対応して保持した状態を維持できる。
【００４２】
　以上説明したように、第２実施形態によれば、パネル８には中空筒状の複数の中綴じ部
２０が接続されており、各親骨３を前記中綴じ部２０に挿通させることによりパネル８と
親骨３との位置関係を調整することを特徴とする傘が提供される。
【００４３】
　従って、本発明の第２実施形態によれば、第１実施形態の効果に加えて、傘の開閉動作
により親骨の長さが変化しても、中綴じ部がパネルと親骨との位置関係を保持することが
可能となるので、傘を開いたときのシルエットも美しくなり、機能性も向上する。パネル
に樹脂フィルムを採用する場合には、印刷等により装飾加工することも多くなるが、中綴
じ部によりシルエットが保持されれば、印刷等もより映えることになる。
【００４４】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されることなくそ
の趣旨を逸脱しない範囲で種々の改良・変更が可能であることは勿論である。
【００４５】
　例えば、上記実施形態では、親骨にＵ溝を有する手開き長傘を例示して説明をしてきた
が、ジャンプ同様の長傘や２段折りたたみ傘などでも同様の原理で同様の機構を備えた傘
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を作ることができる。樹脂骨については、スライド機構の配設位置はＵ溝骨を用い、中ダ
ボより下を樹脂構造としたものとの組み合わせが考えられる。または、スライド機構の配
設位置より露先側に至るまでを樹脂構造としてもよい。
【００４６】
　また、パネルについて伸縮性のない素材に限らず、伸縮性のある素材でもパネルにかか
る負担軽減が期待され、パネルの型が出しやすくなるなどの効果も期待できる。
【００４７】
　また、パネルとして樹脂フィルムを使うことから、露先についても、ＰＰ等からなり粘
着面を有するフィルムにシリコン製の円筒部材を接着したものを採用し、当該粘着面をパ
ネルに親骨の一端を固定すべき位置に貼り付け、円筒部材に親骨の一端を挿入することで
位置固定するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　１　傘
　２　中棒
　３　親骨
　４　スライド機構
　５　受骨
　６　石突
　７　ハンドル
　８　フィルム
　９ａ　下ロクロ
　９ｂ　上ロクロ
１０　回動保持部
１１　補助骨
１２ａ，１２ｂ　ストッパ部材
１３　補助骨
１４ａ，１４ｂ　ストッパ部材
１５　ストッパ
１６　上ハジキ
　２０　中綴じ部
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